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４月８日（月）に令和６年度の新学期がスタートし、１か月が過ぎました。

生徒の皆さんは、本当によくやっています。意欲的に学びに向かう授業の様子、

朝のさわやかなあいさつ、全校集会や学年集会での話に耳を傾ける様子、整備

された環境への意識が感じられる空き教室の風景などなど、様々な活動場面で

生徒の皆さんの素敵な姿を、毎日たくさん見ることができて、本当にうれしく

思います。 

今年度、安全・安心な学びの場に向けて、各クラスで授業マナーについて考え

ました。『〇年□組授業マナー』として、各クラスに掲示されています。どれも大

切なものばかりです。学習ルールやマナーは、本来、「一人一人の学びやすさ」

のためのものです。生徒の皆さんは、これからの社会を生き抜くための知識や技

能あるいは思考力・判断力・表現力を、各教科等の学びを通して身に付けていか

なければなりません。と同時に、他の人の学びの権利も大切にしなければなら

ないことを忘れないでください。学習ルールやマナーはそのためにあるのです。 

４月の新たな出会いから、教室で、授業で、学年で、あるいは部活動等で、様々な人とのかかわりがあ

ったことと思います。５月には、３年生は修学旅行、２年生は金沢自主プラン、１年生は遠足と、各学年

での行事も行われます。これからも、学校生活のあらゆる場面で、誰かと関わりながら過ごしていくこと

になります。その時に、言葉を発する前に、行動する前に「思考する」・「想像する」ことを大

切にしてください。自分の言動で、「相手が喜ぶのか」「嫌な思いをさせていないか」「（自分の言動は）

相手を大切にしているか」、この思考力・想像力を持つことが優しさです。「〈思い〉は見えないけれ

ど〈思いやり〉は見える」、これは詩人の宮澤章二さんの作品の一節です。津幡中生みんなで優しい

〈思い〉を〈思いやり〉という行為にしましょう。もし嫌な思いをしている人がいたら、その人に声をか

けて力になってください。困っていることや不安に思っていることがあれば、周りの誰かに相談をしてく

ださい。 

今年度の生徒会目標「百花繚乱ー個性輝く自分の花をー」にあるように、一人一人が安心して

それぞれの花（個性）を咲かせ、その個性を互いに認め合える学校を、私たち全員で力を合わせ

て創っていきましょう。 

 

 

４月第３週の土日及びゴールデンウイーク前半の３連休の期間中に、多くの運動部

活動において、河北郡市中学校春季大会が行われました。時間が許す限り観戦させて

もらいました。どの部活動においても、生徒の皆さんは、自分たちの持てる力を発揮

して懸命な戦いぶりを見せてくれました。今大会でのチーム及び個人での成果と課題

をしっかりと確認し、次の加賀地区兼県体予選大会に向けて日々の練習を積み上げていってください。大

会当日までに「いかに準備に全力を尽くしたか」が大切、「やるだけのことはやった」と自信をもって試

合を迎えられるよう準備をしてください。 

新学期スタートから１か月！ 

《次の大会につながる戦いぶりを見せてくれました》 


